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報道被害に関する調査

冨永明日香
全家連企画部 。報道被害調査担当

池田小事件直後から全家連にはマスコミ報道による地域社会への影響を危惧す

る声や深亥Jな不安の声が数多く寄せられた。報道による被害の実態を明らかに

するため、医師・患者・家族への調査を行つた。

回収率は医師調査62.6%(229票 )、 本

人家族調査41.5%(506票 )でした。こ

の本人 。家族調査の506票 のなかには、

本人票・家族票のいずれかのみが回収

されたものも含まれていますが、手続

きに誤 りがあった 7病院から本人票と

家族票がペアで回収されなかったため、

正確には回収率はこれより若千下がる

と考えられます。なお、本人調査
。家

族調査の回答数はそれぞれ436人・388

人でした。

調査結果

対象者 (本人・家族)の属性は図 1

に示したとおりです。

精神的・身体的症状

本人調査と家族調査の結果から、事

件後、報道の影響と思われる何らかの

精神的 。身体的症状が見られた人は本

人38.0%(165人 )、 家族39.4%(154人 )

でした。具体的な症状を図 2・ 図 3に

示しています。

また、今回の事件報道を見聞きした

ことによって、PTSD(心的外傷後ス

はじめに

2001(平 13〉 年 6月 に大阪教育大付

属池田小で起こった児童殺傷事件は、

想像を絶するほど悲惨なものでした。

その悲惨さゆえ、事件は新聞、テレビ、

週刊誌などで大きく取り上げられ、こ

とさら容疑者の精神科への入 。通院歴

や診断名についての情報が飛び交いま

した。このような状況のなか、事件直

後から全家連の相談室には、精神障害

者本人や家族などから、「自分も精神科

にかかっているというだけで容疑者と

同じようにみられてしまうのではない

か」「周囲の人に危険な日で見られてい

る気がして外出したくない」「精神障害

者社会復帰施設建設反対運動が起こっ

てしまった」といった相談が数多く寄

せられました。そのような事態を重く

受け止めた全家連では、この事件の報

道を精神障害者本人やその家族、ある

いは精神科医がどのように感じている

のか、そしてまたこのような報道によ

ってどのくらいの人が精神的 0身体的

苦痛を被ったのかということについて、

調査を行いました。

調査方法

調査は、事件から 1か月ほどたった

7月 中旬に行われました。院内に家族

会のある精神病院・診療所 (全国に計

284病院)の うち、趣旨に賛同して調査

に協力していただいた122病院に対し

て、郵送で実施しました。

まず、各病院で外来の患者さんを最

も多く診察している常勤の医師を 3人

(計 366人)選び、調査担当医になって

いただきました。そして、病院ごとに

調査日を設定し、その日に外来受診し

た精神分裂病などの患者さんのうち受

診時間の早い順に10人 (計 1220人 )を

選んでいただきました。

調査は、各病院 3人の医師がそれぞ

れの担当患者さんについて回答する医

師調査と、対象患者さん本人が自記式

で回答する本人調査、およびその家族

が回答する家族調査によって実施され

ました。本人調査と家族調査の調査票

は、受診者が忠者さんであれば患者さ

んを通して家族に渡してもらい、受診

者が家族であれば家族を通して患者さ

んに渡してもらいました。
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その他 無回答

4人 (09%)

図1-1.対象者の属性 (本人調査 )

60歳以上
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図1-2.対象者の属性 (家族調査 )

その他 無回答

21メ、(54%)
80歳以上

14メ、(360/0)

70歳以上
80歳未満

91人
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図2.事件報道による影響 (本人調査 )

症状が不安定になった

眠れなくなるなど生活リズムが乱れた

今までやっていたことをする気になれなくなった

病気や障害について深く考え悩んだ

他人の目が気になり外出が嫌になった

近所の人と人間関係がうまくいかなくなった

家族や親戚と人間関係がうまくいかなくなった

友人 知人と人間関係がうまくいかなくなった

0

図3.事件報道による影響 (家族調査 )

眠れなくなるなど生活リズムが乱れた

今までやっていたことをする気になれなくなった

本人の病気や障害について深く考え悩んだ

仕事や家事などを休みがちになった

近所の人と人間関係がうまくいかなくなった

家族や親戚と人間関係がうまくいかなくなった

友人 矢日人と人Po3関係がうまくいかなくなった

その他 無回答

6人 (14%)

トレス障害)と 類似の症状が見出され

た人が、本人で 15。 7%、 家族で12.0%い

たということが明らかになっています

(ただし、事件報道を見聞きしたという

出来事がPTSDの診断基準の定義を満

たしているわけではないので、単純に、

PTSDに なった人がいた、という結論

にはなりませんので注意が必要です)。

具体的には、本人 0家族ともに、「事件

報道については考えないようにしてい

る」「事件報道のことは、もう忘れてし

まうようにしている」「事件報道につい

ては話さないようにしている」といっ

た事件との接触の忌避行動や、「報道さ

れた事件のことを思い出すと、そのと

きの気持ちがぶり返してくる」「事件報

道について、感情が強くこみあげてく

ることがある」といった強い感情の高

まりなどを主な症状として挙げた人が

多くいました。

人間関係の変化

本人調査、家族調査から、事件後、

近所の人や家族・親戚、知人などとの

人間関係が悪化したと答えたのは本人

350  %

30歳以上
45歳未満
193メ、

(443%)

60歳未満
140メ、

(3610/0)

その他 無回答

22ノ人、(57%)

女4生

222ノ人、

(572シ

`)

601歳 1以上
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(注 )図 2は上5つが「精神的 身体的症状J、 下3つが「人間関係の悪化」を、図3は上4つが「精神的 身体的症状」、下3つが「人間関係の悪化」を示しています。
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図4.院内で見られた事件報道による患者への影響 (医師報告 )

入院 再入院した

再発した

再発というほどではないが症状が不安定になった

自殺した

眠れなくなったりするなど生活リズムが舌Lれた

自分の病気について深く考え悩むことが増えた

他人の目が気になってタト出が嫌になった

近所の人との人間関係がうまくいかなくなった

家族や親戚との人間関係がうまくいかなくなった

100

表 1.患者への特に深刻な影響 (医師報告 )
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H.0%(48人 )、 家族7.5%(29人 )で し

た。人間関係悪化の相手としては、本

人では「家族や親戚」(4.6%)、 「友人・

知人」(4.6%)、 「近所の人」(4.1%)の 順

に多く、家族では「家族や親戚」(3.4%)、

「近所の人」(3.4%)、「友人・知人」(3.1%)

の順でした (図 2・ 図 3)。

院内で見られた事件報道による

患者への影響

医師調査の結果から、事件後、事件や

事件報道の影響を受けて症状や人間関

係が悪化したり深く悩んだりした患者さ

んがいたと答えた医師が1人以上いた病

院は92病院中83病院 (90。2%)でした。

54人 (139%)

10メ、(440/。 )

0/。

暑  具体的には、「自分の病気や障害につ
書 いて深く考え悩むことがあった患者さ
薔 んがいた」(73.9%)、「他人の目が気にな
3 ったりして外出が嫌になった患者さん

意 がいた」(63.0%)、「再発というほどでは
意 ないが症状が不安定になった患者さん
量 がいた」(57.6%)、「眠れなくなったりす
籍 るなど生活のリズムが乱れた患者さん

量 がいた」(50.0%)な どが多く見られまし
3 たが、深刻なケースとして、「自殺した
8 患者さんがいた」(1.1%、 2人 )、「入院・
。 再入院した患者さんがいた」(16。 3%、 24

8 人)「再発した患者さんがいた」(13.0%、

3 21人 )なども見られました。なお、こ

3 こで深刻なケースに記された人数は、

600     700     800

調査対象である229人の医師が受け持つ

患者さんの総数 (約 17765人)中の人数

を意味しています (図 4・ 表 1)。

偏見の強まり

本人調査、家族調査、医師調査から、

今回の事件報道により、「精神障害者や

精神科通院者に対する偏見が強くなっ

た」 0「 どちらかといえば強くなった」

と答えたのは、本人57.1%(248人 )、 家

族53.7%(210人 )、 医師72.1%(165人 )

でした (図 5)。

まとめ

精神科に通院している患者さんやそ

の家族のなかには、今回の報道の影響

を受けて精神的 。身体的変化や人間関

係の悪化を報告した人が数多くいまし

た。また、診療中に事件報道の影響と

思われる何らかの訴えをしてきた患者

さんがいると答えた病院は 9割を超え

ていました。なかには事件報道の影響

を受けて自殺や再入院、再発するとい

った深刻なケースも見られました。さ

らに、患者さん 。家族 。医師ともに半

数以上の人が、今回の事件報道で精神

障害に対する偏見が強まったと感じて

います。これらのことから、今回の事

件報道が精神障害者や精神科通院患者

に少なからず悪影響を及ぼしているこ

とが明らかになりました。このような

事実を受け、今後の事件報道のあり方

を再検討する必要性があるといえるで

しよう。 (と みなが あすか)

症状 人数 病院数

白殺した

入院 再入院した

再発した

2

2Zl

21

1

15

12

11

163

130

(注 )人数は、医師回答のあった92病院の各 1～ 3名の医師計229人 の医師が受け持つ患者の総数 (17765人 )中
の人数。病院数とバーセンテージは図3の再掲。

図5.事件報道後の精神障害に対する偏見の変化 (本人・家族・医師調査 )

6人 (14%)
本人

(合言+ 436人 )

家族
(合言+ 388ノ人、)

医師
(合言+ 229人 )

42メ、(96%`)
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